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令和７年度事業報告 

 

 今年は、日本で初めての女性総理大臣が誕生し、国民の期待も高まっていますが、

まだまだ男性社会で女性活躍の環境が整っていない日本であり、内外に厳しい様々な

課題もあり、難しい舵取りとは思いますが、国民の皆さん全てが暮らしやすい平和な

日本になってくれることを願っております。 

秋の文化祭はじめ、春の文協まつり（展示と芸能祭）、そしてお茶会に囲碁大会と

東員町文化協会の各種事業、そして加盟団体の自主事業や参加事業も会員の皆様方は

じめ関係者のご理解とご協力によりすべての事業が無事に終えることができました

こと心より感謝申し上げます。 

３０年以上にわたり秋と春に開催してきました「東員町囲碁大会」がこの３月を持

って中止されることになりました。東員囲碁同好会の平田さんは、半世紀近くにわた

り代表を務められ文協活動にも多大な貢献をされました。そして、大会にはいつも近

隣の多くの方々が参加し盛況でありましたが、開催準備等の当たる方々が高齢化して

継続が困難になったそうです。非常に残念ですが、これまでの関係者皆様方の熱意と

ご尽力に心より感謝を申し上げます。長期に渡り誠に有難うございました。 

高度成長時代を味わって来た世代にとっては非常に寂しい限りですが、これも時代

の流れと受け止めなければなりません。すべてが縮小の時代に入り、協会を維持継続

していくためには、今までの慣習にとらわれず時代に即した柔軟な対応が必要と思い

ます。若い人たちに文化を継承してゆくためには何が必要か、会員の皆様方はじめ関

係者のお知恵を拝借しながら前に進めて行きたいと思いますので、従前にも増してご

協力をお願い致します。 

１ 文化振興に関する自主事業の企画推進 

１）文化協会の自主事業                      【表－１】 

東員町および関係諸団体のご協力をいただき、会員の一致協力により今年度も様々

な企画事業のひとつである春の文協まつりは、年度当初の計画を達成することができ

ました。 

昨年に続き大茶会を東員町総合文化センター内の和室で実施することができました。

また、恒例の囲碁大会では、近隣の実力者の集う有力な大会として定着していたが、 

   この大会をもちまして、すべての囲碁大会を終了することになりました。永年ご支援 

   とご愛顧をいただきまして、感謝申し上げます。ありがとうございました。 

    第 33 回芸能祭は、11 芸能・音楽部会加盟団体の発表が盛大に行われました。 

２）協会加盟団体の自主事業 

① 文協参画事業                      【表－２】 

加盟団体事業の内、協会が助成又は共催等として参画した事業を示します。 

② 加盟団体活動事業                     【表－３】 

本年度も各団体の企画で多彩なイベントを開催する一方、近隣地域の様々な企

画にも参加し精力的に活動を実施しました。それらの一部を表に示します。 
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２ 文化団体活動の育成指導 

１）視察・研修 

理事研修は、8 月 29 日（金）に文化協会事務所調整室にて「プロジェクターの活

用」を受講。これからの会議での印刷物をなるべく少なくして、経費の削減をするた

めに具体的にどのようにプロジェクターを使えばよいかを 11 名が学びました。 

 ２）他地区文化協会との交流 

令和７年 11 月 22 日（土）に桑名市で北勢地区文化団体交流会が開催されました。 

本協会は都合により不参加でした。 

３  東員町文化教育事業への参画 

町からの委託を受け東員町公民館講座・東員町文化祭の企画運営全般を担当実施し

ました。 

１）公民館講座の企画運営  

本年度は募集講座数 46 に対し 35 講座が開講。受講生は 382 名であった。町内 

在住・在勤者に加えて新たに町外の方も４年前から受講可能となりました。 

受益者負担と受講への意欲高揚を図るため有料化 11 年目でありました。 

２）東員町文化祭の企画運営  

受託の展示事業に加えて協会の自主事業を織込み、講座卒業作品展を実施した。 

その結果は、表－１に示しました。 

３）町および外部関係団体への参画 

総合文化センターひばりホール等で催される町および外部関係団体の事業の内関

連のある事業については共催・後援形式で参画しました。 

４  組織的活動の充実・強化  

各種委員会活動及び事業のプロジェクト体制が定着し、各位の献身的な努力のお陰

で、年間事業計画を滞りなく成功裏に終えることができました。 

５ 目標達成に向けた施策 

１）広報誌「ひばり」の発行 

企画および取材から編集に至るまで、あらゆる内容を協会の広報委員が担当し、

最新号は第 103 号を迎えることができました。令和 3 年度からは、町内各戸配布は

取りやめて、会員と関係機関等へ配布しました。発行については、年３回から年２

回（９月と２月）になりました。                                     

２) ホームページの運用 

上記広報誌とタイアップしホームページの運用をしています。 

３）常設展示コーナーの有効活用 

総合文化センターホールの常設コーナーでの作品展示等を、加盟団体・個人会員間

の調整により通年開催しました。 

４）加盟団体への助成 

団体の活動を支援するため、積極的に共催・後援を行うとともに、8 団体に対し、

総額 136,851 円の助成をしました。（表－２参照）    



表－１ 令和7年度文化協会自主事業(含受託事業）実施結果　

開催日 事　業　の　概　要　及び　実　績

開催場所 来場者・
参加者数 運営主体

1 東員町文化祭
(58回）

10月25日～11月2日

オープニング 10月25日 60 事務局 町長はじめ来賓の方々を迎え、開会あいさつ・テープカットに引き続き、バトンメイツ
総合文化センター

正面玄関外  フェニックスによる華やかな演技で幕を開けた。

作品展示会 10月25日～11月2日 1,627 展示ＰT 出展数は、401点で昨年より22点多かった。

（受託事業） 総合文化センター レイアウトで空白の部分は、入り口付近から作品が埋まるようにしていきたい。

町民文化祭を発信する広報力を高めていくために、町内自治会の協力を得てポスター掲示

をしたが、来場者総数は300名位減少。第四火曜日(休館でない）と雨の日に少なかった。
入場者を増やすために、来年度から会場での作品説明を取り入れる工夫を試みる。

大茶会 11月２日
総合文化センター 198   大茶会

実行委員会 茶道裏千家（菅野宗敦）が担当。裏千家15代お家元の追悼を込めて、鵬雲斎宗室に関わる

茶道等でのお茶会。来場された方々に一服のお茶を楽しんで頂いた。

囲碁大会 ９月21日
総合文化センター 108 囲碁同好会 県内外から108名の参加。棋力によって4クラス（Ｓ（6段以上），Ａ（５～４段），Ｂ（３～２段）

Ｃ（初段・級位者））に分かれて、スイス方式により一人4局対決。

2 公民館講座 5月から3月 382 事務局 募集講座数 46  のうち 35  講座が開講した。受講生が前年比で71名増加した。

（受託事業）

3 春の文協まつり
（33回）

3月４日～８日 1,046 展示ＰT 出展数は、昨年より２５点多く３９１点であった。入場者数は、昨年より１６８人多かった。

総合文化センター 「どの分野の作品もそれぞれすばらしいです」に代表されるように好意的な意見をいただいたが、

「プレゼンをしてほしい。プレゼンを聞いた方が興味がわく」などの提案も出された。

出展要項の出展数は「会員は一人2点まで、公民館講座受講生は受講講座ごとに1点」が周知不徹底。

全般的にレイアウトや照明は改善してきたが、さらに改善をしてより効果的な展示を目指していく。

大茶会 3月8日 215 大茶会
実行委員会 表千家の柴山茶華道教室が担当。本席の床には表千家家元 而妙斎の軸「晴方好雨亦奇」が掛けられ

総合文化センター 伝統的な雰囲気の中で抹茶文化を来場者に楽しんで頂いた。

芸能祭 3月15日 600 芸能祭ＰＴ 第33回芸能祭は、芸能部会、音楽部会の11加盟団体が、3部に分かれて発表。
総合文化センター 日頃の練習の成果が十分発揮された加盟団体の舞台発表が盛大に行われた。スムーズに進行した。

囲碁大会 3月20日 112 囲碁同好会 近隣市町のみならず県内外から112  名の囲碁自慢が参加された。Ｓクラス（６段以上）、Ａクラス
総合文化センター （５～４段）、Ｂクラス（３～２段）、Ｃクラス（初段 ・級位者）に分かれて スイス方式

で一人４局対決。(秋と春年２回(以前は年3回）の大会に多くの方に参加していただいた。この大会が

通算97回で、最後の大会になった。)

８月２９日 「プロジェクタ―の使い方」についての講習を行った。各種の会議で「どうすれば会議の印刷物を節減

4 理事研修
文化協会事務所

調整室 11 事務局 でき るか」パソコンとプロジェクターをつないで、パソコンのデータを印刷して配布するのではなくて、

スクリーンに投影し、そのデータを見て会議を進める。課題は、この機器の活用をどのように進めるか。

作品を鑑賞。あらためて文化の継承としての施設の存在意義を実感した。

事　業　名

15
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表－２  令和 7年度 加盟団体事業（文協 参画実績） 

 

団 体 名 事業の内容 開催（開始）日 開 催 場 所 

文協参画 

形態 
助成 

申請 

1 清和会 ‘25 八千代書道展 6 月 28 日(土)～29 日(日) くわなメディアライヴ 
主催

後援 
有 

2 楽絵筆 第 17 回楽絵筆グループ展 7 月 16 日㈬～20 日(日) 東員町総合文化センター 
主催

後援 
有 

3 ひばり窯陶友会 ひばり窯陶友会クラブ展 8 月 22 日(金)～24 日(日)  東員町総合文化センター  
主催

後援 
有 

4 岡田絵画グループ 第 15 回岡田絵画グループ合同展 10 月 3 日(金)～6 日(月) 柿安シティホール 
参加

後援 
有 

5 気功クラブ 第 8 回青空気功 10 月 11 日(土) 中部公園 
主催

後援 
有 

6 員弁百人一首の会 第 36 回東員百人一首かるた大会 10 月 12 日(日) 東 員 町 武 道 館 
主催

後援 
有 

7 ＹＹフラグループ 
YY フラ＆ウクレレ 

グループ発表会 2025 
10 月 26 日(日) 東員町保健福祉センター  

参加 

後援 
有 

8 ＹＹウクレレグループ 
第 8 回 YY ウクレレグ

ループ交流会 
令和 8 年 2 月 11 日(水・祝) あさけプラザ 主催 有 
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表－３   令和 7年度 加盟団体活動事業（実績） 

 

     団 体 名 実施  団 体 名 実施 

１ 陶芸第一クラブ 
文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 
16 菊水流詩舞東員クラブ 

笹尾睦会誕生会出演 

芸能祭出演 

２ ひばり窯陶友会 

ひばり窯陶友会クラブ展 

伊賀滋賀研修会 

文化祭・文協まつり出展 

17 民謡寿会 

い な べ 市 民 祭 出 演  

笹尾睦会誕生会出演 

芸能祭出演 

３ 東員フォトクラブ 
文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 
18 飛龍東員太鼓 芸能祭出演 

４ 東員絵画クラブ 

ラフィーネ展示・龍宮城展示  

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

19 ＹＹフラグループ 

ＹＹフラ&ウクレレ発表会 2025  

芸能祭出演 

常設展示ケース展示 

5 清 和 会 

‘25 八千代書道展 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

20 バトンメイツフェニックス 

第 51 回全日本バトントワーリング

選手権東海支部大会 

芸能祭出演 

6 楽 絵 筆 

第 17 回楽絵筆グループ展  

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

21 ＹＹウクレレグループ 

YY ウクレレグループ交流会  

芸能祭出演 

常設展示ケース展示 

7 岡田絵画グループ 

第 15 回岡田絵画グループ合同展 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

22 石垣茶華道教室 文化祭・文協まつり出展 

8 しゃくやく俳句会 

俳句吟行会 定例句会 

文化祭出展 

常設展示ケース展示 

23 柴山茶華道教室 春の大茶会 

9 東員短歌会 

定例短歌会 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

24 茶道裏千家 秋の大茶会 

10 短歌に親しもう土曜の会 
通例歌会 

文化祭・文協まつり出展 
25 ニットルームかわまつ 

文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

11 箏曲麗明社「廣翔会」 

芸能の祭典 

いなべ市民祭 六華苑祭

芸能祭出演 

26 洋裁サークル・マミー 
文化祭・文協まつり出展 

常設展示ケース展示 

12 東員町大正琴クラブ 芸能祭出演 27 東員囲碁同好会 文化祭・文協まつり囲碁大会 

13 笹尾民踊クラブ 

踊祭・イオンモール東員 

藤が丘自治会秋まつり 

芸能祭出演 

28 東員将棋愛好会 えがおの家 将棋交流会 

14 笹尾吟詩会 

関心流資格別三重県大会  

全国吟詠・愛連詩吟コン

クール出演 芸能祭出演 

29 員弁百人一首の会 第 36 回東員百人一首かるた大会 

15 員弁東部吟詩会 

吟道関心流三重県本部

吟詠発表会 吟道関流連

吟三重県大会 芸能祭出演 

30 気功クラブ 第 8 回青空気功 
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